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はじめに 

 政府は、平成28年３月、「明日の日本を支える観光ビジョン」を策定し、訪日外国

人旅行者数を2020年に 4,000万人、2030年に 6,000万人へ増加させ、訪日外国人旅行

消費額を2020年に８兆円、2030年に 15兆円とする目標を掲げている。 

イスラム教を信仰する人々はムスリムと呼ばれており、マレーシア、インドネシアを

はじめとしてムスリムの多い東南アジアからの訪日旅行者が増加している。こうしたム

スリムの多い国々は今後、生産と消費が急速に拡大することが見込まれる市場であるた

め、日本においてもムスリム旅行者に対する受入環境の向上や日本誘致のプロモーショ

ンが求められる。 

「観光ビジョン実現プログラム2017」（平成29年５月観光立国推進閣僚会議決定）

において、ムスリム対応を推進するためのアクション・プランを策定することとされた

ところ、今般、その具体的な施策を関係省庁が連携して取りまとめた。今後、このプラ

ンに基づいて取組を加速するものである。 

 

１．ムスリム旅行者受入の必要性と現状 

（１）ムスリムに関する市場概観 

2010年時点でのムスリム人口は世界人口の23％を占める16億人とキリスト教の

21.7億人に次ぐ規模であり、割合、人数ともに他の宗教に比べ大きな伸びが予想され

ている表１。こうしたムスリムの多い国々は今後、生産と消費の急速な拡大が見込まれ

る市場表２であることから、食品や金融、旅行等の市場の成長に対する関心が今後世界

的に高まることが見込まれる。 

ムスリムによる旅行市場規模（国内・海外）は2015年では1,510億ドルで世界市場

の11.2％を占めると推測されているが、2021年には2,430億ドルに拡大すると予想さ

れている表３。 

このように、我が国においても、ムスリム旅行者は成長余地の大きい貴重な旅行セ

グメントであると考えられることから、その拡大のために、受入環境整備を進めるこ

とが急務であると同時に、積極的なプロモーションに取り組む必要がある。 

 

（２）我が国におけるムスリム旅行者受入の取組状況 

平成29年の訪日外国人旅行者数はマレーシアからは前年比12％増の約44万人、イ

ンドネシアからは前年比30％増の約35万人と大きく増加しており表４、飲食店や宿泊施

設、地域の関係者が連携してムスリム旅行者の受入に積極的に取り組んでいる先進地

域が複数あり、それらの地域においてはムスリムが快適に過ごせる環境が整いつつあ

る。 
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また、ムスリム旅行者が安心して快適に滞在できる環境整備の促進を図るため、ム

スリムに関する基礎的な知識やムスリム旅行者受入の実践例等の必要な情報をまとめ

た「ムスリムおもてなしガイドブック」を平成27年に作成し、関係省庁、地方自治

体、業界団体等と連携を図りながら、飲食店、宿泊施設等への周知に取り組んでき

た。 

しかしながら、ムスリム旅行者の目線で旅行先国を評価した指標「Global Muslim 

Travel Index」（2018年４月；マスターカード社＆クレッセントレイティング社）表５

によれば、我が国は治安面等の評価は高いものの、食事対応の充実度、礼拝スペース

の充実度等の項目での評価は低く、ムスリム旅行者の規模も欧米や東アジアの国々と

比べても少ない水準にある。 

訪日外国人消費動向調査（平成29年）表６では、マレーシアからの訪日旅行者の

72.3％、インドネシアからの訪日旅行者の68.1％が、訪日前に期待していたこととし

て「日本食を食べること」と回答しているものの、訪日経験のあるムスリムや、ムス

リム向けツアーを扱う旅行会社からは、「食べ物やその成分の表示が不十分であるこ

とに困っている」、「食事ができるお店が少ないことに困っている」という声が寄せ

られており、和食や郷土食を楽しめる受入環境整備が求められていると推測される。 

さらに、「礼拝できる場所が少ないことに困っている」、「ムスリム対応を行って

いる施設の情報が不十分であることに困っている」等、礼拝の対応や情報提供を求め

る声も上がっている。 

  

２．ムスリム旅行者の受入環境整備 

（１）基本的な考え方 

日本への入国から出国までを見据えた、食事環境及び礼拝環境の整備を促進す

る。受入に際しては旅中の生活全般における配慮が必要となることから、主要空

港・駅・バスターミナル等の交通結節点のほか、地方部における飲食店や宿泊施設

等を含めた、ムスリム旅行者が訪れることが想定される多様な場所における面的な

整備が必要となり、東南アジアや中東等のイスラム圏の経済成長を我が国経済へ取

り込むべく、関係省庁が連携した取組を進めることが極めて重要である。 

◯ ムスリム旅行者の受入環境整備において留意すべき項目及び取組の要点 

・ムスリム旅行者の受入にあたり、生活習慣について配慮が必要な点として、食

事では、豚肉や豚由来成分を口にすることは許されていないこと、アルコール

飲料を口にすることは避けるべきとされており、調味料に含まれるアルコール

を口にしないムスリムもいること、イスラムのと畜方法で処理された肉以外を

口にすることは避けるべきとされていることが挙げられる。また礼拝では、１
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日５回、決められた時間に清潔な場所で、身体を清めてからキブラ（聖地マッ

カの方角）に向かって行うことが決められている。他に受入の際に気をつける

こととして、異性との接触は望ましくないという教え、家族以外に素肌を見せ

ることを嫌がるムスリムが多いこと等が挙げられる。これらのことを踏まえ、

受入環境の整備を行う必要がある。なお、イスラムの教えの解釈や実践方法

は、宗派や国・地域、文化、個人によって異なることから柔軟な対応が望まれ

る。 

・「食事環境の整備」では、ムスリム旅行者を受け入れる宿泊施設や飲食店等、

地域で取り組むべき内容が分からないことが受入側の障壁となっており、ムス

リム対応として取り組む内容を周知し、対応可能な飲食店の店舗数という

「量」の改善を目指す。特に、我が国ではムスリムの食習慣に対して十分な知

識が広まっておらず、訪日ムスリム旅行者には専用の調理器具や食器、必ずハ

ラール認証を取得した食品を使用しなければならないと考えている飲食店関係

者が多いが、提供可能なサービスの内容を示し、ムスリム旅行者が選択できる

環境を提供するなどの「できることから始める」姿勢が重要である。さらに、

和食をはじめとする日本の食文化を楽しみたいというニーズを踏まえた郷土食

のムスリム対応レシピの整備や対応等の「質」の向上を図る。 

・「礼拝環境の整備」では、安心して旅行できる環境作りとして、ムスリム旅行

者のニーズに沿った対応が求められる。多くの人が長時間滞在する施設（交通

結節点、大規模観光施設、商業施設）においては常設礼拝室の設置、常設礼拝

室の設置が困難な施設（個別の飲食店、小売店等）では一時的な礼拝場所の提

供、プライベートな空間が確保されている施設（宿泊施設等）では礼拝用の情

報、道具の提供が求められる対応として考えられる。これらに対応するため、

交通結節点や商業施設、飲食店、宿泊施設等における礼拝環境の整備を促進す

る。 

・「情報発信」では、これらの受入環境整備の取組を潜在的な訪日ムスリム旅行

者に伝え、日本でも安心して旅ができるように情報発信を行う。地方公共団体

や観光関連団体等の関係者への周知・啓発によって日本の受入環境の量的、質

的な拡大・改善を図り、プロモーションと一体となった情報発信に取り組む。 

 

（２）ムスリム旅行者受入環境整備の主要施策 

◯ 受入環境整備に向けた知識啓発 

・ムスリム旅行者が安心して快適に日本を旅行できるよう、地域関係者を対象と

したセミナー等、受入に必要となる基礎的な知識や実践的なノウハウの習得を

支援する。 
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・ムスリム旅行者受入の実践例や必要な情報をまとめた「ムスリムおもてなしガ

イドブック」について、事例集を追加した増補版を平成30年３月に作成し、

受入環境整備に参考となる情報を周知して地域の取組を促進する。 

 

◯ 食事環境の整備 

・地域関係者が具体的な対応方法を学習する取組を支援し、特に和食や郷土食の

対応を促進するため、ムスリム関係者の助言も受けて調理手法を研究する取組

等を支援するとともに、飲食店等におけるムスリム対応メニュー提供のための

環境整備を図る。 

   

・食品産業事業者のハラール対応を円滑に行うため、国内のハラール認証等の状

況や世界のハラール食品の貿易状況等の調査、分析、情報の提供を行う。 

 

・飲食事業者等による訪日外国人観光客向けの対応についてとりまとめた「イン

バウンド対応ガイドブック」等を用いて、ムスリム等の多様な食文化への対応

のため情報の普及・浸透を促進する。 

  

・日本における調理の特性を考慮しながら、ハラールに対応できる知識や技術を

普及するため、実際の調理の現場で生じてくる疑問や課題に対してどういう対

応が適切か等を整理し、主に飲食店に従事する調理師を対象とした研修を支援

する。 

 

◯ 礼拝環境の整備 

・ニーズが高い交通結節点においては、常設礼拝室の整備のほか、施設内の空い

ているスペースの一時提供や近隣のモスクや礼拝対応のある施設の案内等、施

設の実情に応じて柔軟にニーズに応えられる体制を関係者が連携して整え、訪

日ムスリム旅行者に対して具体的に説明できるように促す。 

  

・ムスリム旅行者受入に積極的に取り組む地域においては、商業施設や飲食店

等、地域内の施設での礼拝ニーズに対応するため、受入環境整備に向けたセミ

ナー等を通じて、礼拝スペースの提供や、近隣の礼拝施設を案内する対応を促

進する。  
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◯ その他個別施策 

・旅館・ホテル等の宿泊施設においては、旅行者の滞在時間が長く、飲食や礼

拝、入浴等についてニーズに応じた対応が求められることから、宿泊施設スタ

ッフのムスリムに対する理解度を深めるため、各施設での受入マニュアルの作

成を支援する。 

       

・ムスリム旅行者の受入にあたっては、施設等のスタッフと円滑にコミュニケー

ションを取れるよう、案内所、交通機関、宿泊施設等において、VoiceTra等の

多言語音声翻訳システムの活用を促進するとともに、多言語対応に必要な機器

の整備を支援する。 

  

・イスラムの教えの解釈や実践方法は、宗派や国・地域、文化、個人によって異

なるため、ハラール製品やサービスの普及・啓発に向け、関係各国との協力強

化を図り、日本国内の事業者を支援する。 

  

 

◯ ムスリム旅行者への情報提供 

・地域において、ムスリム向けに提供している食事や礼拝等のサービス内容を訪

日ムスリム旅行者に告知する取組を総合的に支援する。また、飲食店等の個別

店舗においてはムスリム旅行者が安心して食事ができるよう、食材、調理環

境・食事場所等を簡潔にわかりやすく店頭やWEBサイトに表示して情報を提供

するように促す。 

 

・大規模施設等では、施設内のムスリム対応施設をわかりやすく伝えることが重

要であることから、礼拝室の場所やムスリム対応可能な飲食店等を館内地図や

案内サインにて示すことを促す。 

  

 

３．ムスリム旅行者誘致へのプロモーション          

（１）基本的な考え方 

旅行博での継続的なプロモーションやファムトリップ等により、日本の魅力発信

を図ってきた結果、インドネシアやマレーシアからの訪日旅行者数は大きく伸びて

いる。 
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今後我が国が特に狙うべきムスリム旅行者のターゲット国としては、経済水準や

ムスリム海外旅行者の数、日本へのアクセスの良さ等を総合的に判断して、マレー

シア、インドネシアが有力と考えられ、食事や礼拝環境等の情報を積極的に発信

し、我が国が安心して観光できる国であることを発信していく必要がある。さらに

今後は、まだ訪日旅行者数が少ない中東諸国のポテンシャル等についても検討して

いく。 

ムスリム旅行者はムスリム関連団体（認証機関等）や、友人・知人等の口コミ

等、同じムスリムからの情報を信頼していることが調査からも明らかになっている

ため、旅行先としての日本の魅力と、日本の受入環境について、ムスリム関連の媒

体やSNS、ムスリムの有名人等を活用したプロモーションの更なる拡充を図る。 

 

（２）ムスリム旅行者増加に向けたプロモーションの主要施策 

◯ 東南アジア市場における取組の深度化 

・クアラルンプールおよびジャカルタのJNTO事務所を中心に、ムスリム向け旅

行商品を多数扱っている旅行会社等の現地関係者とのネットワークを強化する

とともに、JNTO公式 WEBサイト、SNSを通して、ムスリム受入環境の更なる情

報発信を実施する。 

 

・ムスリムが海外旅行検討の際に情報源にしていると考えられるブロガーの招請

や、テレビ、雑誌といったメディアの招請等を通じて、ムスリム対応ができる

レストラン情報やモスク等の日本のムスリム受入環境についての情報を旅行者

目線で発信する。 

 

・ムスリムに対応したホテルや食事施設等をまとめたムスリム向け小冊子

（Welcome Guide for Muslim Visitors）をマレーシア、インドネシアで開催さ

れる旅行博等で配布するとともに、JNTO公式WEBサイトで公開する。 

 

◯ 中東諸国への取組 

・中東諸国にはJNTO事務所がなく、現地ムスリムの情報収集・現地ムスリムへ

の情報発信が十分に行えていない。中東諸国における日本の旅行先としての認

知度、訪日ポテンシャル、訪日に至らない理由等の市場特性を調査し、今後の

訪日プロモーションの基礎資料とする。 

 

・中東諸国の在外公館等を通じ、現地ムスリムの状況に合った訪日観光情報や日

本の魅力に関する発信を行う。 
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◯ インバウンド拡大につながる発信 

・クールジャパン機構が支援しているクアラルンプールのジャパンモールや、イ

ンドネシア等で日本の放送コンテンツを24時間365日、現地語で放映中のジャ

パンチャンネルを通じて、日本の魅力を発信する。 

 

・ムスリムの多い国々の在外公館で実施する上映会等の機会に、ムスリム向け日

本観光案内番組をあわせて上映するなど、在外公館等を通じた日本のムスリム

受入環境等の発信を検討する。 

 

・ムスリムの多い国々に対し、日本のドラマ、アニメ、ドキュメンタリー、映

画、バラエティ等の放送コンテンツを無償提供する際に、日本の各地域の魅力

をあわせて発信することで、訪日の魅力を効果的に発信し、地域発の商品・サ

ービスの需要拡大や地方への観光客誘致に繋げる。 

 



別添 

    

【表１】「世界の宗教別人口」（単位：億人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表２】ムスリム経済圏（全世界）の経済規模とその伸び 

 
 

【表３】ムスリムによる旅行市場規模 

 
 

【表４】訪日外国人旅行者数の推移（単位：千人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（両国からの訪日旅行者の多くは中華系であるとみられることに留意） 



別添 

    

【表５】「Global Muslim Travel Index 2018」抜粋 
（2018 年４月；マスターカード社＆クレッセントレイティング社） 

※総合順位上位 10 カ国、OIC（イスラム協力機構）非加盟国の総合順位上位 10 カ国（斜

字）について、主な評価項目別順位を抜粋 

 

 

総合

順位 国名 

①
安
全
性
・文
化
的
受
容
性 

②
ム
ス
リ
ム
旅
行
者
規
模 

③
食
事
対
応
の
充
実
度 

④
礼
拝
ス
ペ
ー
ス
の
充
実
度 

⑤
空
港
施
設
の
充
実
度 

⑥
宿
泊
施
設
の
充
実
度 

⑦
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
容
易
性 

⑧
航
空
ア
ク
セ
ス 

⑨
ビ
ザ
障
壁 

⑩
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1 マレーシア 7 3 1 1 1 1 1 9 1 24 
2 インドネシア 7 40 3 1 1 4 2 21 3 50 
2 UAE 7 5 15 1 1 2 8 2 60 21 
4 トルコ 55 1 22 1 11 7 64 1 11 33 
5 サウジアラビア 55 2 1 1 1 3 17 7 101 46 
6 カタール 7 35 3 1 1 6 12 15 54 21 
6 シンガポール 1 12 10 40 17 20 3 14 26 2 
8 バーレーン 32 4 24 1 1 15 8 21 26 24 
9 オマーン 15 17 15 1 1 11 13 5 45 50 

10 モロッコ 23 24 21 1 13 9 23 25 9 62 
:            

16 タイ 76 13 40 58 8 15 35 12 16 38 
:            

22 イギリス 110 26 24 38 28 20 15 5 107 6 
:            

25 日本 1 48 54 84 25 13 72 31 60 11 
:            

27 香港 1 35 45 71 23 45 39 31 14 1 
27 台湾 15 50 54 82 17 5 64 45 26 24 

:            

32 南アフリカ 55 68 34 45 17 37 39 38 101 54 
:            

35 ドイツ 88 40 40 63 50 43 39 4 70 5 
36 フランス 126 13 54 52 47 30 43 7 70 6 

  37 オーストラリア 73 50 50 70 38 37 20 48 121 18 
 

【表６】平成 29 年訪日外国人消費動向調査 

訪日前に期待していたこと （複数回答）  
 マレーシア(回答数 663 人、選択率 445.1%) インドネシア(回答数 484 人、選択率 393.2%) 

1 日本食を食べること(72.3%) 日本食を食べること(68.1%) 
2 ショッピング(59.3%) ショッピング(48.0%) 
3 自然・景勝地観光(55.7%) 自然・景勝地観光(47.1%) 
 

 

評価項目別にみたときに日本よりも順位が高い指標 
日本 


